
インターハイ予選の個人戦は２名しかエントリーできないため、保護者の前で部内戦を行いました。関東予選の直後と

いうこともあり、技のキレや気持ちは充実し保護者に成長した姿を見せることができました。また、当日は OBの先輩方も

多数駆けつけてくれて稽古もつけてもらいました。先輩からもいろんなアドバイスをもらうことができ、試合に向けてモチ

ベーションが上がりました。 

 

 

 

 

 

○ インターハイ県予選（団体）         令和４年６月２２日（水）    於 アダストリアみとアリーナ 

結 果   １回戦  つくば国際  ３ － １  つくば工科 

 ４人でも県大会で１勝するという気持ちで臨みました。組合せを見ると直前の練習試合でも対戦した相手であり、それ

ぞれの良さが出せればチャンスはあると思ってました。しかし、大会という雰囲気の中で自分たちの力を出し切れず敗戦。

先鋒、中堅、副将と有効打突はそれぞれ１本ずつ取れていたので、攻守のバランスが取れていればこの有効打３本で勝

っていてもおかしくない試合でした。 

○ インターハイ県予選（個人）         令和４年６月 26日（日）    於 かみす防災アリーナ 

結 果   ２回戦敗退 ２名 

 ２名とも初戦を突破すればシード選手との対戦となりました。初戦から気を抜くことなく試合をするという意気込みで臨

みました。しっかりと取るところを取って２回戦へ進み、シード選手との対戦は捨てきった技がなかなか出すことができず

一本を取り切ることができませんでした。惜しい技をしっかり一本にするかということが今後の課題になりました。 



 

 

 

 

 

 

 

部長コメント 

部員一人一人の役割を確認しチーム全体がいい雰囲気で試合に挑むことが出来ました。団体戦は初戦で負けてしま

い本当に悔しかったです。 今回感じた悔しさを忘れずに、みんなでたくさん鍛錬していきたいと思います。これからの長

期休み中に、いろいろなトレーニングを行いそれぞれの実力を更に伸ばしていきたいです。 

秋の大会では、団体戦で一勝を勝ち取ることを目標にして１日１日を大切に頑張りたいと思います。 


